
 

 

令和６～８年度の財政フレーム

第３次みどりの風吹くまちビジョン アクションプラン 

 

アクションプランの実現性を担保するため、計画期間 

（令和６～８年度）の財政フレームを作成しました。 

作成にあたり、アクションプランに位置づけた事業の事業費

を見込んだ歳入歳出の推計を行っています。 

この財政フレームは、令和６年１月時点での経済の動向等

をもとに推計を行い、作成しています。 

活用 活用

令和８年度目標
令和５年度末の

現況
令和６年度 令和７年度 令和８年度 計

　(5)DXを進める職員の確保・育成

№№  2233  --  1144 年度別の取組計画

都が令和５年７月に設立した外部団体「 東京」の人材シェアリングを活用した外部人材の
確保や、今後開始される常勤の 職の採用に向けた検討を進め、 を推進する体制の強化を図
ります。
　業務知識とデジタルスキルを兼ね揃え、DXを推進する中心的役割を担う職員を育成するため、業
務にデジタルを取り入れるスキルや、データを活用するスキル等の習得に必要な研修を実施してい
きます。

事 業 実 施 課 ：
　企画部　情報政策課
　人事戦略担当部　職員課、人材育成課

事業費（百万円）

デジタル人材の育成 実施 充実 充実 充実 充実

ICT人材の活用 検討 活用 活用
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（単位：百万円）

構成比 構成比 構成比 構成比

その他

※数値は四捨五入のため、各欄の合計と総計欄が一致しないことがあります。

※ここで掲載しているアクションプラン事業費は、「■戦略計画別事業費一覧」の中の

　「事業費合計（一般会計のみ）」の金額を「投資的経費」と「その他経費」に分けたものです。

※投資的経費のうち、アクションプラン事業費と公共施設等総合管理計画事業費には、一部重複する

項目が含まれています。

※６年度は、当初予算の金額です。

令令和和６６～～８８年年度度のの財財政政フフレレーームム

区　分
６　年　度 ７　年　度 合計８　年　度

歳入総額

一般財源

特別区税

特別区交付金

その他

特定財源

国・都支出金

繰入金

投資的経費

うちアクションプラン
事業費

その他経費

うちアクションプラン
事業費

特別区債

歳出総額

義務的経費

人件費

扶助費

公債費

うち公共施設等総
合管理計画事業費
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財財政政フフレレーームム
 
１１ 財財政政計計画画のの考考ええ方方

政府の「令和６年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」（令和６年１月 日閣

議決定）では、「令和６年度については、総合経済対策の進捗に伴い、官民連携した賃上げ

を始めとする所得環境の改善や企業の設備投資意欲の後押し等が相まって、民間需要主導

の経済成長が実現することが期待される。令和６年度の実質ＧＤＰ成長率は ％程度、名

目ＧＤＰ成長率は ％程度、消費者物価（総合）は ％程度の上昇率になると見込まれ

る。ただし、海外景気の下振れリスクや物価動向に関する不確実性が存在すること、令和

６年能登半島地震の影響、金融資本市場の変動の影響等には、十分注意する必要がある。」

としています。

経済の先行きは不透明感を増す中、区の財政状況も予断を許さない局面が続くものと見込

まれます。 
＜＜経経済済指指標標＞＞ （（単単位位：：％％））

項 目 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

名目経済成長率

実質経済成長率

国内企業物価指数・変化率

消費者物価指数・変化率

完 全 失 業 率

※ 政府経済見通しおよび民間経済研究所の予測数値を参考に推計しました。 
 
２２ 財財政政推推計計のの方方法法

令和７・８年度の財政推計は、上記経済指標、過去の実績等を参考に算定しました。

〈〈歳歳 入入〉〉

○特別区税（特別区民税・軽自動車税・特別区たばこ税・入湯税）

令和６年度までの税制改正を加味したうえで、経済指標を参考に推計しました。

○特別区交付金（区と東京都で分配している固定資産税や法人住民税など）

令和６年度までの税制改正を加味したうえで、経済指標を参考に推計しました。

○国・都支出金（特定の事業に対し国や都から交付されるもの）

過去の実績や本アクションプラン事業費をもとに推計しました。

○繰入金（区の貯金から予算に繰り入れるものなど）

各年度の財源不足額に対し基金繰入額を見込みました。

○特別区債（区が新たに借り入れを行うもの）

本アクションプラン事業費を中心に推計しました。

○その他の歳入

過去の実績や経済指標を参考に推計しました。

〈〈歳歳 出出〉〉

○人件費（職員の給与や区長・区議会議員の報酬など）

過去の実績などを参考に推計しました。

○扶助費 子ども・高齢者・障害者・生活困窮者などを支援するための経費

過去の伸び率などを参考に推計しました。

○公債費（区の借金を返済するための経費）

現在の区債残高と令和６年度の区債発行予定額をもとに推計しました。

○投資的経費（区立施設の改修・改築や道路・公園などの整備の経費）

本アクションプラン事業を中心に必要な経費を推計しました。

○その他の歳出

過去の伸び率などを参考に推計しました。

（単位：百万円）

構成比 構成比 構成比 構成比

その他

※数値は四捨五入のため、各欄の合計と総計欄が一致しないことがあります。

※ここで掲載しているアクションプラン事業費は、「■戦略計画別事業費一覧」の中の

　「事業費合計（一般会計のみ）」の金額を「投資的経費」と「その他経費」に分けたものです。

※投資的経費のうち、アクションプラン事業費と公共施設等総合管理計画事業費には、一部重複する

項目が含まれています。

※６年度は、当初予算の金額です。

令令和和６６～～８８年年度度のの財財政政フフレレーームム

区　分
６　年　度 ７　年　度 合計８　年　度

歳入総額

一般財源

特別区税

特別区交付金

その他

特定財源

国・都支出金

繰入金

投資的経費

うちアクションプラン
事業費

その他経費

うちアクションプラン
事業費

特別区債

歳出総額

義務的経費

人件費

扶助費

公債費

うち公共施設等総
合管理計画事業費
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＜＜歳歳入入ににつついいてて＞＞

＜＜歳歳出出ににつついいてて＞＞

～ 財政フレームについてのＱ＆Ａ ～

ＱＱ１１ 「「一一般般財財源源」」とと「「特特定定財財源源」」ははどどうう違違ううののでですすかか。。

一般財源は、区が自由に使い道を決められるお金です。練馬区の特性にあわせ

て区民の皆さんのニーズに応える施策を工夫して行うためには一般財源が必要と

なります。これに対し、特定財源は、特定の使い道に充てることが決まっている

お金です。

ＱＱ２２ 「「特特別別区区税税」」やや「「特特別別区区交交付付金金」」はは今今後後もも増増ええてていいくくののでですすかか。。

特別区税と特別区交付金（特別区財政調整交付金）はいずれも、景気の影響を

受けやすい歳入です。景気の回復傾向が持続すれば歳入増も期待できますが、景

気の先行きは不透明感を増しており、予断を許さない状況です。

加えて、国の不合理な税制改正により、区の貴重な税源が一方的に奪われ続け

ています。ふるさと納税による特別区民税の流出は年々拡大しており、令和６年

度は 億円を超える見込みです。法人住民税の一部国税化に伴う減収は、特別

区交付金の歳入に深刻な影響を与えています。今回の推計でも、こうした影響が

続くものと見込んでいます。

なお、令和６年度の特別区民税は、上記の影響に加えて、国の定額減税の影響

による約 億円の減収についても見込んでいます。

ＱＱ４４ 物物価価上上昇昇やや賃賃金金上上昇昇のの影影響響ははどどののよよううにに見見込込んんででいいまますすかか。。

政府の経済見通し（「中長期の経済財政に関する試算」（令和６年１月 日公

表））を参考に上昇率を見込んだ上で、経費に反映しています。

物価上昇率は令和７年度 ％、８年度 ％、賃金上昇率は７年度 ％、

８年度 ％と見込んでいます。

ＱＱ３３ 「「特特別別区区債債」」がが増増加加ししてていいるるののははななぜぜでですすかか。。

老朽化が進み、改修・改築が必要となる区立施設が増えています。その工事費

に対する財源確保のため、特別区債の活用額も増加する見込みです。
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ＱＱ５５ 「「義義務務的的経経費費」」ととははどどののよよううなな経経費費でですすかか。。

「人件費」、「扶助費」、「公債費」で構成され、いずれも法令等により支出が義務

付けられている経費です。「人件費」は、職員の給料や区長、区議会議員の報酬

など、「扶助費」は、生活保護費や子ども・高齢者・障害者の福祉のための経

費、「公債費」は、学校や区立施設の建設などのために区が借りたお金の返済に

充てる経費です。練馬区では、義務的経費が予算全体の５割以上を占める状態が

続いています。

ＱＱ６６ 「「扶扶助助費費」」がが年年々々増増加加ししてていいるるののははななぜぜでですすかか。。

令和７年度は児童手当拡充の通年化の影響により、大きく扶助費が増加してい

ます。その後も、障害者自立支援給付費などを中心に扶助費の増加は続く見込で

す。

ＱＱ７７ 「「人人件件費費」」がが令令和和６６年年度度かからら８８年年度度ににかかけけてて、、増増減減をを繰繰りり返返ししてていいるるののははななぜぜでで
すすかか。。

地方公務員法の改正に伴い、令和５年度から、区職員の定年が２年に１歳ずつ

引き上げられ、令和 年度に 歳になります。この間、退職手当が発生する年

度も隔年になることから、年度により人件費の増減が大きくなる見込みです。

ＱＱ８８ 「「投投資資的的経経費費」」ととははどどののよよううなな経経費費でですすかか。。令令和和６６年年度度にに比比べべてて７７年年度度がが増増加加しし

てていいるるののははななぜぜでですすかか。。

区立施設を改修・改築したり、公園や道路を整備したりするためのお金です。

令和７年度に増加しているのは、小中学校の改築工事や長寿命化改修工事の本

格化や、美術館・貫井図書館の全面リニューアル工事の着工等により、経費の増

加が見込まれるためです。

ＱＱ９９ 「「そそのの他他経経費費」」ととははどどののよよううなな経経費費でですすかか。。年年々々増増ええてていいるるののははななぜぜでですすかか。。

その他経費は、区立施設の委託費等の物件費や、各種団体への補助金等の補助

費、後期高齢者医療会計や介護保険会計への繰出金等が主なものです。

委託の拡大や物価上昇等による物件費の増加や、高齢化の進行に伴う被保険者

数の増加等による後期高齢者医療会計、介護保険会計への繰出金の増加等により、

年々増加傾向にあります。

 

＜＜歳歳入入ににつついいてて＞＞

＜＜歳歳出出ににつついいてて＞＞

～ 財政フレームについてのＱ＆Ａ ～

ＱＱ１１ 「「一一般般財財源源」」とと「「特特定定財財源源」」ははどどうう違違ううののでですすかか。。

一般財源は、区が自由に使い道を決められるお金です。練馬区の特性にあわせ

て区民の皆さんのニーズに応える施策を工夫して行うためには一般財源が必要と

なります。これに対し、特定財源は、特定の使い道に充てることが決まっている

お金です。

ＱＱ２２ 「「特特別別区区税税」」やや「「特特別別区区交交付付金金」」はは今今後後もも増増ええてていいくくののでですすかか。。

特別区税と特別区交付金（特別区財政調整交付金）はいずれも、景気の影響を

受けやすい歳入です。景気の回復傾向が持続すれば歳入増も期待できますが、景

気の先行きは不透明感を増しており、予断を許さない状況です。

加えて、国の不合理な税制改正により、区の貴重な税源が一方的に奪われ続け

ています。ふるさと納税による特別区民税の流出は年々拡大しており、令和６年

度は 億円を超える見込みです。法人住民税の一部国税化に伴う減収は、特別

区交付金の歳入に深刻な影響を与えています。今回の推計でも、こうした影響が

続くものと見込んでいます。

なお、令和６年度の特別区民税は、上記の影響に加えて、国の定額減税の影響

による約 億円の減収についても見込んでいます。

ＱＱ４４ 物物価価上上昇昇やや賃賃金金上上昇昇のの影影響響ははどどののよよううにに見見込込んんででいいまますすかか。。

政府の経済見通し（「中長期の経済財政に関する試算」（令和６年１月 日公

表））を参考に上昇率を見込んだ上で、経費に反映しています。

物価上昇率は令和７年度 ％、８年度 ％、賃金上昇率は７年度 ％、

８年度 ％と見込んでいます。

ＱＱ３３ 「「特特別別区区債債」」がが増増加加ししてていいるるののははななぜぜでですすかか。。

老朽化が進み、改修・改築が必要となる区立施設が増えています。その工事費

に対する財源確保のため、特別区債の活用額も増加する見込みです。
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166
※1 （注）数値は四捨五入のため、各欄の合計と総計欄が一致しないことがあります。
※2

5

戦略計画別事業費一覧

柱・戦略計画

施策の柱１　子どもたちの笑顔輝くまち

戦略計画1 子育てのかたちを選択できる社会の実現
戦略計画2 子どもの成長に合わせた切れ目のないサポートの充実
戦略計画3 学齢期の子どもや若者の居場所の充実
戦略計画4 夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成

戦略計画6

施策の柱３　安心を支える福祉と医療のまち※2

元気高齢者の活躍と健康づくり・フレイル予防の推進

施策の柱２　高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち※2

戦略計画5 高齢者地域包括ケアシステムの深化・推進

みどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち

施策の柱６　区民とともに区政を進める※2

戦略計画22 地域コミュニティの活性化と区民協働の推進

事業費合計　（一般会計のみ）

戦略計画23

戦略計画18 意欲ある事業者の支援と商店街の魅力づくり
戦略計画19 生きた農と共存するまち練馬

障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備

事業数および事業費の数値は特別会計分を含んだ数値です。

戦略計画16 練馬のみどりを未来へつなぐ
脱炭素社会の実現に向けた環境施策の展開

戦略計画20

戦略計画17

安心して医療が受けられる体制の整備

戦略計画11

戦略計画8

事業費合計　（特別会計含む）

「事業数」は年度別取組計画の数を指します（戦略計画23以外は再掲事業を除く）。

戦略計画12 地域の災害リスクに応じた「攻めの防災」
戦略計画13 みどり豊かで快適な空間を創出する交通インフラの整備
戦略計画14 人々の移動を支える交通体系の構築
戦略計画15 快適な住宅都市を実現するまちづくりの推進

事業数※1

14

9

6

身体とこころの健康づくりを応援

DXで区民と区政を直につなぐ

施策の柱５　いきいきと心豊かに暮らせるまち

みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち
戦略計画21

戦略計画9 民間ならではの多様な活動と連携した地域福祉の推進

施策の柱４　安全・快適、みどりあふれるまち

戦略計画7
ひとり親家庭や生活困窮世帯等の自立を応援

戦略計画10
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令和６(2024)年度 令和７(2025)年度 令和８(2026)年度 合計

事業費（百万円） 事業費（百万円） 事業費（百万円） 事業費（百万円）

16,380 23,782 18,783 58,945
794 831 658 2,283
183 183 183 549

3,593 3,654 3,896 11,143
11,810 19,114 14,046 44,970

1,694 2,734 1,160 5,588
（一般会計）1,105 （一般会計）2,228 （一般会計）663 （一般会計）3,996

（特別会計）276 （特別会計）183 （特別会計）162 （特別会計）621

（一般会計）150 （一般会計）173 （一般会計）193 （一般会計）516

（特別会計）163 （特別会計）150 （特別会計）142 （特別会計）455

4,403 3,115 3,465 10,983
805 1,610 1,968 4,383
174 197 197 568
169 176 179 524

2,163 29 34 2,226
（一般会計）1,091 （一般会計）1,102 （一般会計）1,086 （一般会計）3,279

（特別会計）1 （特別会計）1 （特別会計）1 （特別会計）3

15,078 11,966 14,185 41,229
1,442 2,250 2,456 6,148
5,751 5,228 7,680 18,659

523 39 90 652
1,707 1,741 2,242 5,690
5,307 2,241 803 8,351

348 467 914 1,729

1,064 5,734 2,742 9,540
131 155 156 442
317 1,067 1,670 3,054
470 4,180 510 5,160
146 332 406 884

3,863 3,639 2,462 9,964
24 19 21 64

（一般会計）3,274 （一般会計）3,048 （一般会計）2,168 （一般会計）8,490

（特別会計）565 （特別会計）572 （特別会計）273 （特別会計）1,410

41,477 50,064 42,219 133,760
42,482 50,970 42,797 136,249

■

30
8
2
5

15

15

31
13
4
4
5

53
18
8
5

10
8
4

17
3
4
6
4

20
6

166
※1 （注）数値は四捨五入のため、各欄の合計と総計欄が一致しないことがあります。
※2

5

戦略計画別事業費一覧

柱・戦略計画

施策の柱１　子どもたちの笑顔輝くまち

戦略計画1 子育てのかたちを選択できる社会の実現
戦略計画2 子どもの成長に合わせた切れ目のないサポートの充実
戦略計画3 学齢期の子どもや若者の居場所の充実
戦略計画4 夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成

戦略計画6

施策の柱３　安心を支える福祉と医療のまち※2

元気高齢者の活躍と健康づくり・フレイル予防の推進

施策の柱２　高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち※2

戦略計画5 高齢者地域包括ケアシステムの深化・推進

みどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち

施策の柱６　区民とともに区政を進める※2

戦略計画22 地域コミュニティの活性化と区民協働の推進

事業費合計　（一般会計のみ）

戦略計画23

戦略計画18 意欲ある事業者の支援と商店街の魅力づくり
戦略計画19 生きた農と共存するまち練馬

障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備

事業数および事業費の数値は特別会計分を含んだ数値です。

戦略計画16 練馬のみどりを未来へつなぐ
脱炭素社会の実現に向けた環境施策の展開

戦略計画20

戦略計画17

安心して医療が受けられる体制の整備

戦略計画11

戦略計画8

事業費合計　（特別会計含む）

「事業数」は年度別取組計画の数を指します（戦略計画23以外は再掲事業を除く）。

戦略計画12 地域の災害リスクに応じた「攻めの防災」
戦略計画13 みどり豊かで快適な空間を創出する交通インフラの整備
戦略計画14 人々の移動を支える交通体系の構築
戦略計画15 快適な住宅都市を実現するまちづくりの推進

事業数※1

14

9

6

身体とこころの健康づくりを応援

DXで区民と区政を直につなぐ

施策の柱５　いきいきと心豊かに暮らせるまち

みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち
戦略計画21

戦略計画9 民間ならではの多様な活動と連携した地域福祉の推進

施策の柱４　安全・快適、みどりあふれるまち
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